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○島根県水産振興審議会規則 

平成14年3月26日 

島根県規則第11号 

島根県水産振興審議会規則をここに公布する。 

島根県水産振興審議会規則 

 

(趣旨) 
第1条 島根県水産振興審議会(以下「審議会」という。)の組織及び運営に関しては、島根

県附属機関設置条例(昭和43年島根県条例第15号)に定めるもののほか、この規則に定め

るところによる。 

 

(組織) 
第2条 審議会は、委員20人以内をもって組織し、委員は、市町村の長又はその職員、漁

業協同組合、漁業協同組合連合会その他漁業団体の役職員、漁村の青年女性組織の代表

者、学識経験を有する者その他知事が適当と認める者のうちから知事が任命する。 

 

(委員の任期) 
第3条 委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

 

(会長) 
第4条 審議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

2 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

3 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名した委員がその職務を代理する。 

 

(会議) 
第5条 審議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

2 会議は、委員の半数以上の出席がなければ議事を開き、議決することができない。 

3 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

 

(専門委員) 
第6条 審議会に、専門の事項を調査させるため必要があるときは、専門委員を置くこと

ができる。 

2 専門委員は、審議会が推薦した者について、知事が任命する。 

3 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。 
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(幹事) 
第7条 審議会に幹事若干名を置き、県職員のうちから知事が命じる。 

2 幹事は、審議会の所掌事務について委員及び専門委員を補佐する。 

 

(庶務) 
第8条 審議会の庶務は、農林水産部において処理する。 

 

(雑則) 
第9条 この規則に定めるもののほか、審議会の運営その他必要な事項は、会長が別に定

める。 
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平成 26年 11月 5日 
水 産 振 興 審 議 会 

1 
 

出雲の沿岸漁業活性化プロジェクトの進捗状況 

～地域ブランド作り：中海におけるアサリ・サルボウ試験養殖の取り組み～ 

 

１．中海におけるアサリ・サルボウの漁獲の推移 

（アサリ） 

昭和40～50年代のピーク時には700トンを超える。その後激減し近年は数トン～数10トンで推移。 

（サルボウ） 

昭和30年代初期～昭和50年に平均で約380トン/年の漁獲。昭和51年以降は急速に減少。以降、ほとん

ど姿をみることがなくなった。 

  
図１ 中海における貝類漁獲量の経年変化（島根県農林水産統計年報） 

 

２．アサリ・サルボウ試験養殖取り組みの経緯 

（アサリ） 

 ・浮遊幼生や稚貝は中海全域で確認されている。 ⇒ 発生初期段階における資源量は非常に多い 

・夏期の貧酸素水や雨水の流入等により大量へい死が頻発。 ⇒ 漁獲サイズまで生き残るのは少ない 

 ・稚貝を有効利用するため、試験的に養殖を導入。 ⇒ 飼育方法次第で漁獲サイズまで成長させること

が可能 

（サルボウ） 

 ・近年、天然サルボウの生息が再び確認されている。 

 ・水産技術センターの調査により、サルボウの発生メカニズム（浮遊幼生が発生する場所、水深帯、時期）

が明らかに。 

 ・浮遊幼生を基質（採苗器）に付着させる天然採苗及び人工採苗技術が開発され、稚貝を安定的に確保す

ることが可能に。 

 ・アサリと同様に、夏期の貧酸素水等の影響により大量へい死が頻発。 

 ・大量へい死を回避しながら成長させることを目的としてカゴ飼育による試験養殖を開始。 

 

３．アサリ・サルボウ試験養殖の概要 
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（試験養殖施設と飼育中の管理） 

・アサリ、サルボウともカゴに稚貝を入れ、海面に浮かべた延縄またはイカダからロープで吊るす。 

 ・飼育中はカゴに付着物が付くため、定期的にカゴの洗浄と貝の選別を行う。 

 

    

図２ 施設の概要              図３ 飼育中の貝の選別作業 

 

   

 図４ 延縄施設              図５ 試験養殖イカダ 

 

４．取り組み状況 

（アサリ） 

年度 稚貝採取・購入 カゴ飼育 出荷・販売

Ｈ24

ジョレンによる採取
（自家調達）及び漁
業者からの購入によ
り稚貝を確保。

・延縄とイカダで成長度合いの比較試
験を行った。
⇒成長は延縄施設の方が優位であるこ
とを確認。

・６月に40㎏を道の駅で
試験販売。
・身太りが天然産に比べ
てよく、高評価を得た。

Ｈ25

ジョレンによる採取
（自家調達）により
稚貝を確保。

・貧酸素等による大量へい死が発生。
・へい死した分は、再び稚貝を採取し
て飼育を継続。

・４～５月に200㎏を道の
駅で試験販売。
・味・身太りがよく、売
れ行きは好調。

Ｈ26

・天然採苗（自家調
達）により稚貝を確
保。

・春先の天候不順により生育不良が起
こった。

・４～６月に300㎏を道の
駅で試験販売。
・身太りが悪かった５月
にいったん販売を中断。
６月に再開。

実施場所：松江市下宇部尾地区
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 図６ ジョレンを使った稚貝採取作業    図７ 採取した稚貝 

 

    
 図８ カゴの設置作業           図９ 道の駅での試験販売 

 

（サルボウ） 

年度 天然・人工採苗 カゴ飼育 出荷・販売

Ｈ24

（天然採苗）
・１地区の漁業者グループが稚貝約70㎏確保。
・中海漁協が稚貝約400㎏確保。
⇒12地区の漁業者に配布。

・１地区の漁業者グルー
プが先行して開始。
・その後、11地区で開
始。

Ｈ25

（天然採苗）
中海漁協が稚貝約260㎏確保。
（人工採苗）
水産技術センターが稚貝約40㎏確保。
⇒天然・人工採苗とも稚貝は漁業者に配布

12地区で継続。

11～１月に道の
駅、にほんばし
島根館等で
1,500㎏試験販
売。

Ｈ26

（人工採苗）
・鹿島・島根栽培漁業振興センターで実施。
・２地区において漁業者主体で実施。
（天然採苗）
・中海漁協が実施
⇒人工・天然採苗とも11月に稚貝の数量確認、
漁業者への配布を予定。

12地区で継続。
12月以降に予
定。

実施場所：松江市・安来市の12地区
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 図10 漁業者による人工採苗        図11 顕微鏡で確認した浮遊幼生 

 

    

 図12 試験養殖中のサルボウ        図13 道の駅での試験販売 

 

５．今後の課題 

（アサリ） 

 ・生育状況に対応した出荷・販売方法の確立。 

 ・養殖の事業化に向けた採算性の検討。 

（サルボウ） 

 ・水質（水温、塩分濃度、溶存酸素量等）分析データを活用した飼育管理の導入 

  ⇒ 貧酸素水、雨水の流入等によるへい死を回避、養殖に適した飼育環境下で成長促進 

 ・出荷・販売体制の確立と販路開拓。 

 ・養殖の事業化に向けた採算性の検討。 
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～ワカメ養殖について～ 

１．出雲地域におけるワカメ養殖の推移とフリー配偶体法普及の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和 40 年代をピークに経営体数、生産量とも減少傾向。 

 出雲地域のワカメ養殖業者数⇒６１経営体（Ｈ２５現在） 

 減少要因⇒高齢化、加工の人手不足、 

種糸管理作業の煩雑さなど。 

⇒  フリー配偶体法により種糸管理作業の省力化を図る 

 

２．フリー配偶体法（以下、「フリー法」と省略）のメリット 

種糸管理作業の省力化、 

リスク分散、 

種糸購入費用の節減  

（一部漁業者は徳島県産の種糸を購入している） 

 

 

３．フリー配偶体法の導入状況 

 現在、６地区（９経営体）が導入（松江市：七類、笹子、多古、 出雲市：十六島、河下、鷺浦） 

地区 七類 笹子 多古 十六島 河下 鷺浦 

導入年 Ｈ２４ Ｈ２０ Ｈ２４ Ｈ２４ Ｈ１９ Ｈ２２ 

設備 
県水産技術Ｃ

の機材を使用 
○ ○ 整備中 ○ ○ 

指導 

状況 

県水産技術Ｃに

て技術研修中 
技術定着 指導中 

河下にて技

術研修中 
技術定着 技術定着 

 

培養中の配偶体 
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４．新規着業者支援 
 新規着業者数 

年 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

着業者数 1 ６ １ １（見込み） 

 Ｈ２３：底びき網漁業者、Ｈ２４：定置網漁業者が着業し、複合経営を開始。 

 施設整備には新がんばる事業を活用。 

 

【複合経営のスタイル（定置網の場合）】 

 

 

 

 

 

※種糸作成⇒管理 ： 陸上水槽での簡単な作業のため、定置網操業の大きな支障にはならない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．課題 

 養殖されたワカメの大部分は山陰名産の板ワカメに加工され、島根県を中心に多くの需要があったが、

現在は消費者が中高年者に偏り、消費量に陰りが見られている。 

 一般家庭で扱いやすい形態への加工も視野に入れる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ 

※種糸作成⇒管理 本養殖 加工 ワカメ養殖 

(月) 

操業 休漁 定置網漁業 

ワカメ養殖 → 出漁日数の制限される冬季に適した漁業 ⇒ 複合経営の推進 

定置網操業風景 養殖ワカメ収穫作業 
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～ハバノリ養殖について～ 

１．ハバノリとは 

出雲地方では「かしかめ」と呼ばれ珍重されている。ワカメ収穫前の生産が可能で、ワカメとの複合養

殖に適している。（ワカメ養殖→1 月下旬～、ハバノリ養殖→11 月下旬～1 月末頃） 

関東では正月の縁起物として需要が多い。 

 

２．養殖方法 

 フリー法の応用（作業の概要は以下のとおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H22 年度から河下地区で、漁業者・県水産技術Ｃ浅海科と共同で養殖試験を実施している。 

 

３．これまでの状況 

 H24・25 試験から早期沖出し（10 月下旬）であるほど生長は良好、

いずれも年内収穫を達成した。しかし、その後の波浪により施

設の一部が破損。 

 そのため、予定していた量を収穫することができず、地元の漁

協に出荷する程度のわずかな量しか生産できなかった。 

 問題解決に向けて、今年は波浪対策を強化した以下の施設で

養殖試験を実施する予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほふく体の培養 

（４～９月） 

ノリ網への種付け 

（9 月） 

ノリ網の沖出し 

（10・１１月） 

収穫 

（12 月以降） 

破損したノリ網 

これまでの施設模式図 

  

沈子ロープ 

浮子 

親綱 

親綱と沈子ロープを平行に設置 

ノリ網の上下部をそれぞれロープに固定  

今年の改良施設模式図 
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ノリ網式のワカメ養殖 

４．課題 

 ハバノリは市場に出回る量がごくわずかであり、出雲地域での認知度が徐々に減少している。 

 県外出荷も視野に入れた販路開拓が必要。 

 現在の生産量では県外出荷は難しい。⇒ 養殖技術の安定化が不可欠。 

 

～その他の新たな取り組み～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ノリ網を使用することで新芽のワカメの量産が可能。新芽のワカメは葉肉が柔らかく香りもよいので、

高品質とされているが、シーズン初めの短期間に間引きのために収穫される程度で市場にはほとんど

出回らない。 

⇒ ワカメの収穫が本格化する前のつなぎとして活用できるのではないか？ 

（他県の事例：徳島「芽生えワカメ」、神奈川「さるひめ」、岩手「春いちばん」） 

ワカメの新しい養殖方法として、ノリ網を使用したワカメ養殖を開始 

従来のワカメ養殖 
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平成 26 年度 水産振興審議会 現地検討会視察資料 

（平成 26 年 11 月 5 日 於：水産技術センター浅海科） 

  

- 海藻養殖 - 

島根県では、新しい養殖技術としてワカメのフリー配偶体※１技術を活用し、冬季の漁業収入の確保や

沿岸漁業への新規就業者を増やす取り組みを出雲部、隠岐部を中心に進めています。ところで生産され

たワカメは特産品である「板ワカメ」に加工されますが、板ワカメの生産は２月頃から開始されるので、ワ

カメ養殖による収入が得られるのはそれ以降となります。近年は冬季に荒天が多く、特に 12～1 月は漁船

による操業、水揚げが困難です。そこで、冬期に収入が得られ、ワカメ養殖と併用可能な、安定的な収入

源となる海藻の養殖技術開発を目的に、板ワカメとして出荷する前のワカメ幼葉（ワカメのベビーリーフと

呼んでいます）の大量生産や、ハバノリ養殖技術の開発等、海藻養殖に関する研究に取り組んでいます。 

※１）：ワカメ養殖種苗の基となる精子、卵子を作る糸状の微小な植物体をワカメでは配偶体と呼びます。 

 

  

網養殖したワカメの収穫 養殖網に密生するハバノリ 

配偶体・匍匐体 

 

採苗（種付け） 

ワカメ種苗の作成 

ハバノリ種苗の作成 

沖出し 

 

10 日経過 

1 ヶ月半経過 

 

美味しいハバノリとベビーリーフ 

資料４ 
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平成 26 年度 水産振興審議会 現地検討会視察資料 

（平成 26 年 11 月 5 日 於：水産技術センター浅海科） 

  

- アカアマダイの種苗生産と放流 - 

水産技術センターでは、県栽培漁業基本計画に基づいて平成 18 年度からアカアマダイの種苗生産技

術開発に取り組んでいます。毎年、出雲市と共同で JF しまね平田支所管内の延縄や一本釣り漁業者の

皆さま、および松江水産事務所の協力をいただいて親魚の確保を行い、得られた受精卵を用いて種苗生

産を行っています。今年度も 9 月 23～25 日に人工採卵を行い、ふ化した仔魚を飼育中です。 

アマダイの種苗生産では、全国的に形態異常魚の出現が問題となっていますが、当科ではごく小さい

2mm（産まれてから 4～5 日）の仔魚に空気を取り込ませることで、全国的にみても最高水準といえる低い

形態異常率（1～2％）を達成しています。 

生産したアカアマダイ稚魚は、アマダイの本場小伊津地区のある出雲市に配付、JF しまね平田支所や

小伊津出張所で中間育成された後、来年の 3～4 月、同管内に放流される予定です。また配布した残りの

種苗は当センターで継続飼育を行い、出雲市を中心とした島根県の地先で放流する予定です。 

また、放流時のアマダイは標識として腹鰭が切除されています。出雲市が中心となって定期的に市場

調査が行われ、どの程度の水揚げがあるか調査されています（水揚げされた放流魚の写真：ページ下）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

ワムシの生産 

採卵 アルテミアの培養 

作業風景 

ふ化後 25 日の仔魚（大きさ約 8mm） 

再捕魚の鰭（再生されていることが多い） 

耳石（年齢を確認） 

搾り出 

します 

アマダイ 

種苗生産 

放流魚調査 
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- 中海の水産資源の復活を目指して - 

中海の代表的な水産物であったアカガイ（サルボウガイ）漁業復活を目指し、漁業者や水産事務所とと

もに、①天然採苗・人工生産による稚貝の確保、②種苗放流試験、③篭養殖試験、等様々な技術開発を

行っていますが、まずは稚貝を手に入れる必要があります。当浅海科では、天然採苗、人工生産技術を

確立、安定化し、さらに技術の漁業者への普及を目指し、取り組んでいるところです。 

またアサリは、浮遊幼生数は１m3 あたり数百～数千個出現、稚貝もまとまった分布がみられますが、夏

季に 9 割、冬季に 1 割が低塩分、貧酸素、水生生物や渡り鳥による食害で減耗することが分かっています。

そのため減耗する稚貝を用いて、漁業者を中心とした「カゴ」による試験養殖を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回収した 

採苗器 

稚貝を採苗器から外す 

稚貝（約 7ｍｍ） 

採苗器 

（中は古網） 

付着前幼生 

200～250μ 

養殖カゴ 

稚貝の採集 

採集した稚貝 

養殖 

45°
298㎜

141cm

210㎜

180㎜

70°

115° 750㎜

水中ポンプ

45°
298㎜

141cm

210㎜

180㎜

70°

115° 750㎜

45°
298㎜

141cm

210㎜

180㎜

70°

115°

45°
298㎜

141cm

210㎜

180㎜

70°

115° 750㎜

水中ポンプ

開発した稚貝採集器 

アカガイ 

アサリ 

古網へ 

足糸で付着 
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